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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

超小型原子時計のルビジウムガスを励起する光源として、静電駆動型ＭＥＭＳファ
ブリ・ペロ外部共振器を導入した波長可変型の面発光レーザー光学系を構築した。

実験
Experimental

化合物半導体の面発光型ハーフVCSEL (Vertical Cavity Surface Emitting Laser)の外
部共振器として、貼り合わせシリコン基板の両面を微細加工して、印加電圧の静電
引力によって制御可能なＭＥＭＳファブリペロ干渉計ミラーを製作した。素子製作
にあたり、ＭＥＭＳプロセス後のチップを個別に切り出すステルスダイシング装置
を使用した。また、製作したミラーの平坦性評価にレーザー顕微鏡を使用した。

結果と考察
Results and Discussion

レーザーダイオードチップとＭＥＭＳミラーを接合して、Fig. 1の概念図に示すよ
うな静電駆動型のＭＥＭＳ波長可変光源を構成した。この技術により、製造時ウエ
ハ面内の発振波長のばらつきを794.98nmに合わせ込む手法を実験的に検討した。
また、発振波長の時間的揺らぎの原因として、ＭＥＭＳミラーの高次モードの振動
が主たる原因であることを構造解析により突き止め、これを解決する手段として、
高次モードの機械的振幅を1/10以下に抑制する手法を考案し、Fig. 2に示すような
形状の可動ミラー系を製作した。
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Fig.1 外部機械振動に対してロバストな静電駆動型ＭＥＭＳマイクロミラー構造の
概念図。
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Fig.2 発振波長の時間的揺らぎを抑制するために静電駆動部分とミラー構造をダン
パバネで結合した。超小型原子時計ガスセルを励起する面発光レーザーの波長調整
機構として使用する。
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